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4 }=:118 EI 
5月2EI 
5月16日
6 月 ~8 月
計画書の提出
採択の通知
実施計画書の提出
準備
( I羽催地の選定・交渉など)
9月~翌年 2月 6講鹿を実施
3月末 報告書提出(完了)
4. 予算規模と主な使途予定
このたびの重点公開講座の推進経費として
80万円が配分され，体育センター運営費より
20万円，計100万円を講座運営の活動資金と
した。これに， I社会貢献フ。ロジェクトjとし
て別に採択され，予算が交付されている「柔道」
「野球jについては合算執行した。
主な支出項自は，指導スタッフ(講rif!i，実技
指導員，布!日~J員)への謝金や交通費のほか，必
要な用具類の購入に当てt:.o
5. 広報など
従来，公開講座の開催に当たっては，大学ホー
ムページなどで広報・案内を行うほか，担当部
署である教育社会連携室がポスターなどの広報
物を作成し大学近隣地域に配付掲示している。
今回は開催地が全i誌に広がること， また， I司
窓会組織など連携先の集客体ijJlJが万全であるこ
とから，受講者を対象とした広報は行わずに済
むだろうとみた。若渓会のサイトや会報などの
媒体を通じて I~丹催と募集の案内を配信してもら
うことにした。
講座の修了者に対してオリジナル修了証の発
行も検討ーしたが，今年度は大学所定の「修了証」
で!日?に合わせることにした。
6. 今年度の開催実績
平成 26年度，体育センターが行った重点公
開講座「筑波大学移動キャンパス スポーツ科
学の成果を指導・練習に活かそう!Jは以下 6
件である。
①トップアスリートによる佐賀県柔道教室，
2014 ij:' 9月21日，佐賀市にて(増地克之ほか
I名)
②中学生・高校生のための剣道教室， 2014年
10月 11・12日，福島県南会津IHJにて(鍋UJ隆
弘ほか2名)
③筑波大学移動キャンパス「出前公開講座J，
2014年 11月7日，大阪市にて(本間三和子)
④柔道教室， 2014年 12月22・23日，岩手県
大船渡市・一関市にて(桐生習作・増地克之ほ
か6名)
⑤中学生との野球交流教室， 2015年 1月24・
25 I王宮城県亘理郡山元町にて(奈良隆章ほ
か23~J) 
⑤スポーツ科学をバスケットポーんのスキル
アップに活かそう 2015年2月21・22EJ，岩
手県大船渡市にて(大高敏弘ほか2名)J
次に，各講座の実施詳細について報告する。
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